
 令和５年度 第 10回 名桜大学研究倫理審査委員会 議事要旨 

 

１． 日 時：令和 6 年 1 月 19 日（金） 16：30～18：00 

２．場 所：総合研究所 研修会議室 

３．出席者：永田美和子委員長、仲尾次洋子国際学部長、奥本正人間健康学部長、嘉納英明国際文化研

究科(国際文化システム専攻)長、グレッグ美鈴看護学研究科博士後期課程研究科長、 

小嶋洋輔研究所長（Teams）、木村安貴看護学科上級准教授、矢野恵美外部審査委員国立大

学法人琉球大学法科大学院教授、満名悦子外部審査委員(沖縄県民生委員児童委員協議会

理事)、池原秀人事務局長 

４．欠席者 玉井なおみ看護学研究科(博士前期課程)長（出張）、赤嶺守国際文化研究科(国際地域文化

専攻)長 

５．陪 席 窪田誠志地域連携研究推進課係員、屋部藍華地域連携研究推進課係員、比嘉真恵美地域連

携研究推進課係員 

６．議事 

   議事に先立ち、倫理審査委員長より定足数の確認があり、開催宣言があった。 

【審議事項】 

(1) 研究倫理審査状況について 

木村委員より、資料に基づき人間健康学部教員の研究計画書（１件）の審査について説明があり、

2023-018-1 について承認となった。委員より、後方視的研究の強制性について意見が出され、今後

は検討の必要があるとの確認がなされた。 

奥本委員より、資料に基づき人間健康学部看護学研究科博士前期課程院生２名の研究計画書(2

件)の審査についての説明があり 2023-021-1、2023-022-1 について承認となった。委員より、2023-

021-1 のインターネットでの調査について、アンケート調査に同意の有無チェック項目の欄は必要か

どうか意見がされ、今後検討することが確認された。 

結果は表の通りである。 

受付番号 研究課題名 受理日 審査部会承認日 判定 

2023-018-1 
自己調整学習を促す文系数学に
おける学修支援を組み込んだ授
業デザインの効果検証 

令和 5 年 10 月 4 日 令和 5 年 12 月 28 日 

   

承認 

 

2023-021-1 

がん遺族が求める一般病棟遺族
ケアプログラムの構築に関する
研究 
〈第一段階研究〉一般病棟で看
取った経験があるがん遺族が求
める「遺族ケア」のニーズに関す
るインターネット調査 

令和 5 年 12 月 6 日 令和 6 年 1 月 15 日 

   

承認 

 

2023-022-1 

地元を離れて化学療法を受けて 
いる離島がん患者の重症化に関 
する支援体制の現状と課題 
 ― 沖縄本島及び離島の医療従 
事者を対象としたインタビュー 
調査 ― 

令和 5 年 12 月 6 日 令和 6 年 1 月 15 日 承認 

 

 



(2) 令和 6 年度名桜大学研究倫理審査委員会及び研究倫理審査部会年間スケジュール（案）について 

   永田委員長より資料に基づき、次年度の名桜大学研究倫理審査委員会及び研究倫理審査部会年間ス

ケジュール（案）について説明があり、審議の結果、倫理審査申請締切日を前月 20 日、倫理審査部

会を第一水曜日、研究倫理審査委員会を第三金曜日とする第３案が承認された。また申請の受付を

3 月 7 月はなしとすること、審査部会は 4 月と８月を実施しないとすることが承認された。 

 

【報告事項】 

(1) 審査申請状況について 

地域連携研究推進課より、資料に基づき報告がされた。 

・国際学部審査部会研究倫理審査 審査状況 

 （1 月）審査部会審査１件 

   ・人間健康学部審査部会研究倫理審査 審査状況 

（8 月）審査部会審査 1 件（結果：但書き付き承認） 

（10 月）審査部会審査 1 件（結果：承認） 

（12 月）審査部会審査 2 件（結果：承認） 

（1 月）審査部会審査１件 

 

 （2）研究倫理審査に関するアンケート結果について 

永田委員長より資料に基づき、研究倫理審査に関するアンケート結果について説明がされた。 

受審者より、研究倫理審査のヒアリング時間の適否について冒頭の 5 分の研究概要の説明は不要か

もしれないという回答に対し、次年度からのヒアリングについては、３分以内で倫理的配慮の要点を

簡潔に説明いただき、12 分を委員との質疑応答とすることの確認がされた。 

学生対象の研究が審査を通りにくいのが難点だと思うとの自由記述に対しては、委員長よりガイド

ラインへ追記するよう提案があった。 

審査者より、研究倫理審査に用いる書式は適切かどうかの適否について研究方法が不明確な時があ

り、調査項目（測定項目）が適切かどうか判断できない場合があるという意見に対し、委員より研究

を幾つか同時にやろうとする研究の場合については、「研究計画書作成のポイント」のマニュアルに追

記をすることの提案があった。 

研究倫理審査の判定をするうえで困難を感じますかとの適否について、但書き付承認と条件付き承

認を受ける基準が曖昧との記述に対し委員長より、「研究計画書作成のポイント」マニュアルに分かり

やすく追記をするよう提案があった。 

 

【その他】 

(1)研究終了（中止）報告書又は、研究実施状況報告書の提出について 

地域連携研究推進課から資料に基づき、研究終了(中止)報告書又は、研究実施状況報告書の提出につ

いて説明がなされた。 

 

（2）令和 5 年度第 9 回研究倫理審査委員会議事要旨について 

令和 5 年度第 9 回研究倫理審査委員会議事要旨について承認された。 

  


